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（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入して

も構いません。 
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次の【事実】を読んで、【設問】に答えなさい。 

 

【事実】 

甲町は、平成２２年７月２９日、乙に対し、町有地α地につき用途制限を課し、そ

れに違背した場合には甲町がα地を買い戻すことを条件（買戻代金６億円、買戻期間

５年間）に、乙にα地を売却し、翌日、その旨の所有権移転登記及び買戻特約が登記

された。 

他方、Ｙは、乙に対して８億円の融資を行い、平成２４年６月３０日、α地にＹの

ために抵当権を設定し、その旨の登記も完了した。 

その後、乙が用途制限に違反したので、甲町は、平成２７年３月２日、乙に対しα

地の買戻権を行使した。 

Ｘは、平成２８年３月８日、乙に対する貸金債権５億円を有する一般債権者として、

乙の甲に対する本件の買戻代金債権を差押え、同月２０日、同差押命令は甲に送達さ

れた。 

また、Ｙは、乙に対して８億円の貸金債権を有していたので、同年３月２０日、抵

当権に基づく物上代位権を行使することとし、本件買戻代金債権を差押え、同月３１

日、同差押命令が、甲に送達された。 

そのため、甲は同年４月２４日、買戻代金６億円を供託した。 

 

【設問１】 

本件の買戻代金債権に対して、Ｙは物上代位権を行使することができるか。 

 

【設問２】 

 本件の買戻代金６億円につき優先的に弁済を得ることができるのは、ＸとＹのいずれ

か。 

 


